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第 3 章で著者は、前章で明らかにした最適処理条件で処理した下水汚泥を種菌として、Chlorella 
vulgaris用いた水素生産促進に関する検討を行っている。本研究において、固い細胞膜を持つ Chlorella 
vulgaris を基質とした水素発酵を行うため、酸と熱の前処理方法を比較した。その結果、熱処理した





190.9ml/g-VS の水素が得られた。したがって、Chlorella vulgaris を基質とした微細藻類は最適化した
前処理方法と発酵条件を用いたとき、高い水素生成量が得られることが明らかになった。 
第４章で著者は、著者が所属する研究室で開発された太陽光利用可能な新規光触媒













               審   査   の   要   旨 
 










 平成 29年 5月 31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
